
牛海綿状脳症（BSE〕のスクリ岬ニング検査結果について（週報〕   

・℡ 9S巨検査開始l；A時l－β只Fと診断されナー牛は1銅弓〔平成13年9月に千葉県で確認された1例日及び死亡牛検査で確認された6例を含め、国内では25頭′。   
その他のスクリーニング検査の結果は以下のとおり。  

症状を呈する牛 ※1  生後30ケ月齢以上の牛  その他の牛  
「   I / 

搬入日   陰性  陽性  検査中  陰性  陽性  検査中  陰性  陽性    検査中  「  陰性    慣性  H  検査中  t 計  

平成13年度10 月18 日 ～ 3 月 31日  1851   0   0  215529   19   0  306152   40   0  523532   59   0  523．591   

平成14年度 4 月1 日 ～ 3 月 31日  2970   3   0  517．744   23   0  733．053   18   0  1．253．767   44   0  1253，81l   

平成15年度 4 月1日 ～ 3 月 31日  6264   D  494983   4   0  75l370   0  1252617   13   D  し252630   

平成16年度 4 月1日 ～ 3 月 31日  83D7   3   0  472713  12   0  784．581   15   0  1．265．601   30  l  O  1265．631   

平成17年度 4 月1日 ～ 3 月 31日  7470   0   0  465725   0  759046   2   D  1232－241   9   0  1．232250   

平成18年度 4 月1日   6   0   0   68   0   D   7g   D   0  153   U   0   153   

4 月 2 日 ～4 月 B 日  120   0  0  0  0  16096   0  0  26－568   0   0  26．568   

4 月 9 日 ～ 4 月】5 日  116  0  0   0  0  16015  0  25956   0  25957   

4 月†6 日 ～ 4 月 22 日  121   0   0  1D．351   0  17．241   0   0  27713   0  27714   

4 月 23 日 ～ 4 月 29 日  113   0   0  9562   0   0  15，873   0   0  25．548   0   0  25，548   

4 月 30 日   0   0   0   0   0   0   0   0   25   0   0   25   

5 月1日 ～ 5 月 6 日   74   0   0  3176   0   0  5．492   0   0  8742   0   0  8742   

計   
27412  8  0  2210028   66   0  3405－023   B3   0  5・642■463   1577 0  5642，620 

※1  生後24ケ月以上の牛のうち、生体検査において運動時筈、知覚障害、反射又は意識障害等の神経症状がなわれたもの及び全身症状を呈する牛  

※2   BS巨陽性牛2頭を含む  
※3   BsEβ裏性牛3頭  
※4   BSE陽性牛1碩及びBSE確認検査の結果、陰性と判断するには至らなかった1頭を含む  

「第12回牛海綿状脳症の検査に係る専門家会孟曇の結集について」httpノ′ WWWけ1h「wgo」Pト1UUdou200303′ノhO3272h亡凧  

￥5   BSE陽性牛1頭を含む  

※6   BSE確認検査の結果、非定型的なBSEと判断された1頭及びBSE鴨性牛1頭を含む  

「第13匡】牛海綿状脳症の検査に係る専門家会議の結集につし、て」トーttP WWW両1wgo」P卜oudoリノ200310hlOOb2htm巨  

大7   BSE陽性牛3亘員を含む  

隷8   BSE陽性牛5頭を含む  

冥9   BS∈陽性牛1頭  

（注」 平成13年10月18日～平成用年5月6日までにBSEの疑いがあるたのとさつ架止措置を講じた件数   

◎ のん羊及び山羊の伝達性海綿状脳症＝SE）のスクリーニング検査結集  

平成17年10月1日～平成1巳年5月6日までの検査頭数  2572 頭全て陰性、  

3件   


